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１． 研究計画の概要 
世界各地の経済発展モデルとなったシリコ
ンバレーは２０００年代に入ってから急速
に衰退している。他方では台湾、中国、イン
ドなどのアジアのＩＴ産業新興地域が勃興
している。本研究は両者の現状と相互関係を、
日本企業との関係も含めて分析する。なお社
会学的調査研究の社会的意味を究明するた
めにパブリック社会学の国際的議論を検討
する。 
２． 研究の進捗状況 
シリコンバレーの産業と雇用の状況につい
て統計情報を分析し、２０００年以降の後退
と他方での中国、インドとの交易の増大を確
認した。シリコンバレーとアジアのＩＴ産業
新興地域との関連を研究するために、台湾と
中国の新興地域の調査を行った。台湾につい
ては、新竹、台南、台中のサイエンスパーク
の調査を行い、政府の産業振興策、大学との
産学協同事業、アメリカからの経営者、技術
者などの「頭脳還流」を分析した。 
中国については、北京市中関村と上海市張

江地区、および珠江デルタ地域のサイエンス
パークの調査を行い、中国政府のＩＴ産業政
策と産学協同事業について分析した。開放以
前にコンピュータ技術革新が遅れていた中
国では、国家主導の技術革新が推進され、中
国科学院、北京大学、清華大学など国家関連
の研究施設が重要な役割を果たし、今日でも
大学発のヴェンチャー企業がＩＴ産業の中
核を担っている。また中国ＩＴ産業と日本企
業との関連を分析するためにキッセイコム
テック社（本社長野県松本市）の調査を行っ
た。同社では単価削減のためにシステム制作
の詳細設計以降の工程を上海市に設立した
合弁企業において行っている。 

インドのＩＴ産業については現地調査も
含めて取り組みが遅れている。 
また社会学における社会調査の意義を考

察するためにパブリック社会学にかんする
国際論争を検討した。社会学が本来対象とす
べき人々の状況から研究が乖離する傾向に
危機意識をもったマイケル・ブラウォイの提
唱により注目を浴びたパブリック社会学で
あるが、しばしば「党派的で学問的性格を欠
く」という批判がなされる。この点について
パブリック社会学の主張を詳細に検討する
とともに、日本の社会学が取り組むべき課題
を整理した。 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
シリコン・バレーとアジアのＩＴ産業新興地
域、および日本の企業との関係については、
インドのＩＴ産業を除いて調査が進み、シリ
コンバレーの停滞と、アジア地域の発展を後
付け、日本企業との取引関係についても分析
を進めることができた。しかしこれらの調査
結果を整理して、全体をまとめる作業が残っ
ている。他方、社会調査の意義を検討する基
礎理論研究はほぼ整理された。全体的に７、
８割の作業は終了した。 
４．今後の研究の推進方策 
本年度はシリコン・バレー、アジアのＩT 産
業新興地域、日本企業にかんする補足調査を
行い相互の関係の分析を進め全体をまとめ
る。またこれらの動向の基盤にあるグローバ
リズムに関する研究を整理する。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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